
神戸市公告 

 制限付一般競争入札により契約を締結するので，次のとおり公告します。 

  令和６年１月 18 日 

 

                             神戸市長 久 元 喜 造 

１ 入札に付する事項 

委託名 無線LANアクセスポイントの更新（妙法寺小学校、伊川谷中学校）業務委託 

業務概要 

妙法寺小学校及び伊川谷中学校に設置している古いタイプの無線 LAN アクセスポイント

を取り外し、本市から支給するアクセスポイントの設置を行う。設置に伴う教室内の LAN

配線及び設定作業も併せて行うこと。 

履行場所 妙法寺小学校・伊川谷中学校 

履行期限 令和６年３月31日  

 

２ 担当部局 

〒６５０－００４４ 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３ 

神戸市教育委員会事務局学校支援部学校経営支援課 

電話：078-984-0669 FAX: 078-984-0670 

E-mail edu-joho-all@office.city.kobe.lg.jp 

 

３ 入札手続の種類 

この案件は、入札価格により落札者を決定する制限付一般競争方式の入札案件である。 

調達・設計・施工・工事監理を、事業期間を通して一括して事業者に委託する一括発注方式に

より実施する。 

 

４ 競争入札参加資格 

次に掲げる条件をすべて満たしていること。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

（２）令和５年度神戸市工事請負入札参加資格を有すること。 

（３）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）又は民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づ

く更生手続き又は再生手続きを行っている者でないこと。 

（４）入札参加資格の審査の申請の受付期間の最終日から落札決定の日までの間に、神戸市指名

停止基準要綱に基づく指名停止を受けていないこと。 

（５）神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱に基づく除外措置を受けていないこ

と。 
（６）本店を市内に有する者であること。 

（７）建設業法第３条第１項の規定による電気工事業と電気通信工事業の許可を受けていること。 
（８）建設業法第 27 条の 23 第１項の規定する経営事項審査を受け、直前の経営規模等評価結果

通知書・総合評定値通知書における「電気工事」と「電気通信工事」の総合評定点がそれぞ

れ 500 点以上であること。 
 

５ 入札に必要な書類を示す場所 

  ２の担当部局 
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６ 入札に参加する者に必要な資格の確認等 

  この入札に参加する者に必要な資格の確認の申請書の配布及び確認結果の通知の方法並びに

当該契約の設計書等の閲覧及び貸与については、入札説明書等によります。 

 

７ 入札に参加する者に必要な資格の審査の申請書の提出期間及び提出場所 

提出期間 令和６年１月 18日(木)～令和６年 2 月１日(木) 

 紙書類を郵送で提出する場合は、令和６年２月１日（木）午後５時までに必着のこ

と。また、不慮の事故による紛失又は遅配については考慮しない。 

 持参による場合は、神戸市の休日を定める条例（平成３年３月条例第 28 号）第２条

第１項各号に掲げる本市の休日（以下「本市の休日」という。）を除く 午前９時～

正午、午後１時～午後５時 

提出場所 ２の担当部局 

 

８ 入札及び開札予定日時及び方法 

日  時 令和６年２月９日（金）午前 10時 30 分 

提出場所 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３ 

神戸市教育委員会事務局内またはその近隣施設 

方  法 （１）日時の詳細については、入札参加資格の確認とともに通知することとする。入

札の際の必要書類については持参により提出すること。 

（２）入札書を封筒に入れ、入札書に押印した印鑑と同じ印鑑で封印し、「委託業務

名」及び「入札書在中」並びに「入札参加者名」を記載し申請する。 

（３）開札については、入札参加者又はその代理人の立会の上、行うものとする。な

お、当入札では、入札価格が予定価格の制限の範囲内である場合に、最低入札価

格を提示した入札者を落札者とする。 

 

９ 入札保証金 

  神戸市契約規則（昭和 39 年３月規則第 120 号。以下「規則」という。）第７条第２号の規定

により免除します。 

 

10 入札の無効 

（１）神戸市契約規則第 12 条各号に該当するとき。 



 

制限付一般競争入札 

入札説明書 
 

 

下記の「１ 入札に付する事項」に掲げる委託の制限付一般競争入札については，関係法令その他の

別に定めるもののほか，この入札説明書によるものとします。 

 

１ 入札に付する事項 

発注者 神戸市長 

公告 令和６年１月18日 神戸市公告 

委託名 無線 LAN アクセスポイント更新（妙法寺小学校、伊川谷中学校）委託契約 

 

業務概要 妙法寺小学校及び伊川谷中学校に設置している古いタイプの無線 LAN アクセスポイント

を取り外し、本市から支給するアクセスポイントの設置を行う。設置に伴う教室内の LAN

配線及び設定作業も併せて行うこと。 

履行場所 妙法寺小学校・伊川谷中学校 

履行期限 令和６年３月31日 

 

２ 担当部局 

〒６５０－００４４ 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３ 

神戸市教育委員会事務局学校支援部学校経営支援課 

電話：078-984-0669 FAX: 078-984-0670 

E-mail edu-joho-all@office.city.kobe.lg.jp  

 

３ 入札手続の種類 

この案件は、入札価格により落札者を決定する制限付一般競争方式の入札案件である。 

調達・設計・施工・工事監理を、事業期間を通して一括して事業者に委託する一括発注方式により

実施する。 

 

４ 競争入札参加資格 

次に掲げる条件をすべて満たしていること。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

（２）令和 5 年度神戸市工事請負入札参加資格を有すること。 

（３）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）又は民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づく更

生手続き又は再生手続きを行っている者でないこと。 

（４）入札参加資格の審査の申請の受付期間の最終日から落札決定の日までの間に、神戸市指名停止

基準要綱に基づく指名停止を受けていないこと。 

（５）神戸市契約事務等からの暴力団等の排除に関する要綱に基づく除外措置を受けていないこと。 
（６）本店を市内に有する者であること。 

（７）建設業法第３条第１項の規定による電気工事業と電気通信工事業の許可を受けていること。 

（８）建設業法第 27 条の 23 第１項の規定する経営事項審査を受け、直前の経営規模等評価結果通知

書・総合評定値通知書における「電気工事」と「電気通信工事」の総合評定点がそれぞれ 500 点
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以上であること。 

５ 申請手続等  

（１）申請書、入札説明書、仕様書等の交付期間及び方法 

    令和 6年 1月 18 日（木）～令和 6 年２月 1 日（木） 

神戸市ホームページへ掲載するほか、２の担当部局で配布する。 

（担当部局での配布は，神戸市の休日を定める条例（平成３年３月条例第 28 号）第２条第１項

各号に掲げる本市の休日（以下「本市の休日」という。）を除く 午前９時～正午、午後１時

～午後５時） 

（２）申請書等の提出方法等 

本件入札の参加希望者は， 

①入札参加申込兼資格確認申請書（様式１） 

②委任状（代表者又は登録済の受任者以外の者が申請する場合のみ）（様式２） 

③会社概要がわかるもの（任意様式） 

（以下「申請書等」という。）を提出し、競争入札参加資格の有無について市長の確認を受けな

ければならない。提出方法等については、次によるものとする。 

ア 提出方法 

持参又は郵送により提出すること。郵送で提出する場合の郵送方法については、一般書留

又は簡易書留によることとし、それ以外の方法により郵送されたものは受け付けない。 

イ 提出期限 

令和 6年２月１日（木）午後５時まで 

郵送の場合は、令和 6 年２月１日（木）午後５時までに必着のこと。また、不慮の事故に

よる紛失又は遅配については考慮しない。 

持参による場合は，神戸市の休日を定める条例（平成３年３月条例第 28 号）第２条第１項

各号に掲げる本市の休日を除く 午前９時～正午、午後１時～午後５時 
   ウ 提出部数 

     １部 

   エ 提出先 

     ２の担当部局 

 

６ 入札参加資格の確認及び結果の通知 

（１）入札参加資格の確認 

入札参加資格の確認については、申請書等の提出期限日をもって行うものとし、結果（入札参

加資格がないと認めた場合はその理由も含む。）については、書面により通知する。 

（２）結果の発送 

    令和 6年２月７日（水） 

（３）入札参加資格がないと認定された者には，（２）の通知書にその理由を付す。 

（４）（３）の理由を付した（２）の通知書により通知を受けた者は，その通知日の翌日から起算し

て７日（本市の休日を除く。）以内に、市長に対して入札参加資格がないと認定した理由の説明

を求めることができる。 

（５）（４）により説明の請求を行うときは、申立者の氏名、住所、工事名、不服のある事項及び不

服の根拠となる事項を記載の上、書面で学校経営支援課に提出すること。（様式自由。紙書類に



 
より提出すること。） 

（６）（４）による理由の説明の請求を受けたときは、原則として申立期限の翌日から起算して 10

日（本市の休日を除く。）以内に書面により回答する。 

（７）入札辞退に関する提出書類 

参加資格の確認を受けた者が入札を辞退する場合は、「入札辞退届」（様式 ４）を提出してくだ

さい。 

ア 提出方法  

持参により提出してください。 

イ 提出先  

２の担当部局 

 

７ 入札説明会 

入札説明会は実施しない。 

 

８ 入札説明書、仕様書等に対する質問  

（１）入札説明書又は仕様書等に対する質問がある場合においては、次に従い提出すること。 

ア 提出方法 

書面（様式３）により持参、電子メールにて提出すること。ただし、ファクス、電子メー

ルの場合は、必ず着信を確認すること｡ 

イ 提出期間 

 令和 6年 1月 18 日(木)～令和 6 年２月 1 日(木) 

の午前９時から午後５時まで 

 （２）回答は仕様書の追補とみなし、入札参加希望者全員に対して電子メールで回答する。 

 

９ 入札及び開札予定日時及び方法 

日  時 令和 6年 2月９日(金) 午前 10 時 30 分 

提出場所 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３ 

神戸市教育委員会事務局内またはその近隣施設 

方  法 （１）日時の詳細については、入札参加資格の確認とともに通知することとする。入札の

際の必要書類については持参により提出すること。 

（２）入札書を封筒に入れ、入札書に押印した印鑑と同じ印鑑で封印し、「委託業務名」

及び「入札書在中」並びに「入札参加者名」を記載し申請する。 

（３）開札については，入札参加者又はその代理人の立会の上、行うものとする。なお、

当該入札では、入札価格が予定価格の制限の範囲内である場合に，最低入札価格を提

示した入札者を落札者とする。 

入札に 

ついて 

（１）入札書記載金額について 

落札決定に当たっては，入札書に記載された金額に当該金額の 100 分の 10 に相当

する額を加算した金額（当該金額に 1 円未満の端数があるときは，その端数金額を切

り捨てた金額）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係

る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の 110



 

分の 100 に相当する金額を入札書に記載すること。 

（２）入札金額の積算について 

入札金額の積算に当たっては、最低賃金法に規定する最低賃金額以上の賃金を支払

うことを踏まえた金額とすること。 

入札の 

無効 

（１）神戸市契約規則第 12 条各号に該当するとき。 

 

 

10 入札結果の公表に関する事項 

落札者を決定した場合は、入札結果（申請書等を提出した者の商号又は名称、競争入札参加資格の

有無に関する審査結果、競争入札参加資格がないとした者についてはその理由、入札者の商号又は名

称、入札参加者ごとの入札価格並びに落札者の商号又は名称を含む。）について神戸市ホームページ

により公表を行うものとする。 

 

11 契約等に係る事項 

落札後、契約の締結に当たっては、契約書の作成を要する。学校経営支援課の準備が調い次第、連 

絡をするので、落札者は、契約書類等を受領し、学校経営支援課から連絡を受けた日を含めて５日（本

市の休日を除く。）以内に所定の契約手続きをすること。５日以内に所定の契約手続がない場合は、落

札者が契約を辞退したものと見なし、契約を行わないほか、神戸市指名停止基準要綱に基づく指名停

止の対象となる。 

 

12 その他 

（１）仮契約の有無 無 

（２）予定価格（消費税相当額を除く） 

1,736,800 円 



 
 
 
 
 
 

 

無線 LAN アクセスポイント機器の更新 

（妙法寺小学校、伊川谷中学校） 

委託仕様書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和６年１月 

 

 

神⼾市教育委員会事務局 学校経営⽀援課 



 

 

１．件名 

無線 LAN アクセスポイント機器の更新（妙法寺小学校、伊川谷中学校） 

 

２．業務内容 

 妙法寺小学校及び伊川谷中学校に設置している古いタイプの無線 LAN アクセスポイント

を取り外し、本市から支給するアクセスポイントの設置を行う。設置に伴う教室内の

LAN 配線及び設定作業も併せて行うこと。 

 

３．履行場所及び機器設置数 

妙法寺小学校 16 教室 

伊川谷中学校 20 教室 

 

４．履行期限 

 令和６年３月 31 日(日) 

 

５．設置方法及び作業内容等 

（１）機器の撤去 

・別紙平面図に赤印がある教室に設置されている無線 LAN アクセスポイントを撤去する 

・無線 LAN アクセスポイントの更新に伴い不要となった機器（ネットワーク HUB 等）や配

線があれば合わせて撤去すること。 

・撤去した機器及び物品については受注者にて適切に廃棄を行うこと 

 

（２）LAN ケーブル及び電源の敷設 

・ローゼット(既設又は新設)から無線ＬＡＮアクセスポイント間，無線ＬＡＮアクセス

ポイントから電子黒板機能付プロジェクタ間を配線し，それぞれの機器に接続するこ

と。 

・既存の配線を使用しても差し支えないが、老朽化している場合や、ローゼットから無

線LANアクセスポイント間がCategory6Aより下の規格の場合は新たに敷設を行うこと。 

・上記配線にあたってはメタルモールで保護を行うこと 

・今回敷設対象の教室は LAN を敷設してから長期間経過しているため、教室内の配線に

弛みやモールの破損等が見られる場合は合わせて手当を行うこと。 

・原則既存の電源設備をそのまま使用することで問題ないが、コンセントの劣化やその

他新規設置の必要があると見込まれる場合はコンセントを新たに設置すること。 

 

 

 

 



 

項目 詳細仕様 

ケーブル仕様 ・１０ＧＥに対応した Category6A（以下「Ｃａｔ６Ａ」）以上

のケーブルを敷設すること。 

・Ｃａｔ６Ａの配線性能を満たし，ＰｏＥ（ＰｏＥ＋＋）を伝

送できる配線を構築し，試験すること。 

・他のシステムと識別するため，Ｃａｔ６ＡのＬＡＮケーブル

の被覆は濃い青色で統一すること。 

配線箇所 ・【参考資料１】，【参考資料２】，【参考資料３】のとおり配線を

行うこと。 

・最寄りのＨＵＢ(別フロア含む)からＣａｔ６ＡのＬＡＮケ

ーブルを長さに多少の余裕を持たせ配線作業を行うこと。た

だし，長すぎるものについては不可とする。 

・別棟のＨＵＢから配線を行う必要がある等，ＬＡＮケーブル

の規格で対応出来ない場合は，光ファイバーケーブルを敷設

すること。 

・現地調査の結果，必要な場合は以下の内容も実施すること。 

―配線が露出する場合はモール等で保護すること。 

―点検口が追加で必要な場合は敷設すること。 

・現地調査の結果に基づき指定箇所までの配線を実施するこ

と。指定箇所までのケーブルルートについては原則，既存の

ケーブルルートとし，既存ケーブルルートでの配線が困難も

しくは既存ケーブルルートがない箇所は，別途，本市教育委

員会事務局担当者と協議すること。 

・敷設ケーブルの両端に，接続先をラベリングすること。 

・既存のケーブルについては撤去し，受注者の責任で産業廃棄

物処理を行うこと。 

ＬＡＮケーブル試

験 

・ケーブルテスタはＣａｔ６Ａのケーブルテストを満足する

機器を使用すること（Fluke 社製 DSX2-8000 相当）。 

・配線の両端のジャックまたはプラグの性能を測定規格に基

づき正しく試験すること。 

・光ファイバー配線の測定結果は，光損失の試験と併せて，両

端のコネクタの端面が，IEC61300-3-35ED.2 に合格している

ことをレポートし，提出すること。 

・Ｃａｔ６Ａの測定結果のレポート，ケーブルテスタの校正証

明書のコピー（校正期間１年以内）及びトレーサビリティ・

チャートのコピーを提出すること。 



 

（３）無線ＬＡＮアクセスポイントの配送及び設置・設定 

以下の物品を支給するので設置対象の教室に配送し壁掛け設置すること。その際、

教室まで敷設したＬＡＮケーブルのローゼット等からＬＡＮケーブル（Ｃａｔ６Ａ）

を延長し、無線ＬＡＮアクセスポイントに接続すること。当該無線ＬＡＮアクセスポ

イントおよび電源コンセントの設置位置については、該当学校園と協議の上決定する

こと。（【参考資料１】参照）。 

該当学校園より、更新対象の変更の申し出があった場合は本市教育委員会に確認を

すること。 

機器のIPアドレスや機器名等の設定については本契約内にて行うこと。 

機器設定後には事前に既存のUNIFAS管理サーバとの疎通確認を行った上で設置作業

を行うこと。 

また、設置対象学校については既に無線画面投影機能（フルノシステムズ 発表しま

ーす）を使って授業運用をしているため、設置作業後には無線画面投影機能（フルノ

システムズ 発表しまーす）の正常動作確認までを実施すること。 

動作しない場合は、本市への報告ならびに原因解明を行い速やかに正常動作させる

こと。 

原因解明において既存保守業者と連携が必要になる場合の費用については本契約内

に含めること。なお、支給は契約後本市教育委員会の指示する場所（神戸市中央区

内）で行うため、各校への運搬・設置は受注者が行うこと。 

無線LANアクセスポイント本体について管理ラベルの貼替を行うこと。内容につい

ては契約締結後、本市教育委員会担当者より指定する。 

 

No 機器名 機種 数量 

１ 無線ＬＡＮアクセスポイント 

（壁掛け金具及ACアダプタを含む） 

Furuno ACERA 1150w 36 式 

 

（４）留意事項 

① 設置にあたっては、事前に現地確認を行うこと。本市職員が同行する場合があるの

で、事前に日程調整すること。 

② 現場作業開始前までに「総合施工計画書」を作成の上、提出すること。内容につい

て本市職員承諾後、現場着手すること。施工工程や作業体制に変更が生じた場合は，

本市教育委員会担当者と協議のうえ実施することとし、「変更計画書」をその都度提

出すること。 

 記載内容：作業概要、対象場所、全体工程、施工体制・管理、安全管理、品質管理、

緊急連絡先等 

③ 原則、作業は平日の授業時間外、長期休業期間（平日）に行うこと。ただし、学校

側に了承が得られた場合はこの限りではない。 

④ 一般的な方法による施工が困難な場合は別途、本市担当職員と協議すること。 

⑤ 敷設するＬＡＮケーブルについては、長さに多少の余裕を持たせ配線作業を行う

こと。ただし、長すぎるものについては不可とする。その際に必要となるＬＡＮケー



 

ブルは受注者の負担で用意すること。 

⑥ 機器間配管及び配線について、原則として壁面内の隠蔽配管配線とすること。ただ

し、壁面についてモルタル等壁面内の配線作業が不可能と考えられる場合は壁面上

にメタルモールを敷設し配線を行うこととする。 

⑦ 生徒の活動する教室内への設置となるので、据付機器及び部材については美観を

損ねないよう、また、簡単に落下等が発生しないように、措置を講じること。配線等

についてもカバーを設置するなど保護をすること。 

⑧ 作業後の正常性確認については、事前に本市と協議のうえ、作成した試験成績書に

基づき確認を行うこと。また、ＩＣＴ機器設置後の動作検証を行うこと。検証の際に

必要となる機器類は、教職員用パソコンを除いて、受注者が用意すること。 

⑨ 機器の取り付けについては、機器の機能が最大限に発揮できるよう設置すること。 

⑩ 設置作業完了後は直ちに調整を行い、検収を受けた後、速やかに供用できるように

すること。 

 

６．提出書類 

  完成図書・作業完了報告書 

以下の報告書等を履行期限までに提出すること。提出は紙（Ａ４）および電子（ＰＤＦ

等）にて行うこと。紙によるものはファイル等に綴じ、各学校分を１部、学校経営支援課

（情報化推進係）に対しては全学校分をまとめたものを１部提出すること。電子データは

ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ等で、学校経営支援課（情報化推進係）に対して２部提出する

こと。 

 

成果物 内容 必須項目 

設置方法合意書 

機器設置及び配線接続方法に

ついて、事前に本市教育委員会

担当者および校長または教頭

の承認を得ること。 

学校名・確認者名 

設置作業日時 

設置対象教室 

設置作業方法(詳細) 

動作確認方法 

校内配線図 

契約後に配付する校舎図面に

LAN 配線・電気配線・無線 LANAP

設置場所を示すこと。 

校舎図面（LAN 配線・電気配線・無線

LANAP 設置場所を記載したもの） 

ＬＡＮケーブル

測定結果 

Ｃａｔ６Ａ・光ファイバー配線

の測定結果を示すこと。 

Ｃａｔ６Ａの測定結果のレポート、

ケーブルテスタの校正証明書のコピ

ー（校正期間１年以内）及びトレーサ

ビリティ・チャートのコピー 

・光ファイバー配線の測定結果（光損



 

 

 

７．法令ならびに準拠規格 

① 電気設備の設計ならびに遂行に当たっては、最新の関係する法令、基準、省令、告

示及びその他の関係法令に準拠するとともに、自治体の条例、行政指導に従い、法令

等に定められた手続きが必要な場合、関係各所に対し必要な手続きを行うこと。また、

手続き完了後は本市に報告すること。 

② 電気機器ならびに材料には、最新の関係する規格、基準、規定の改訂版を適用する

こと。 

③ 設置作業については、各作業の内容における適切な資格を有する者が行うこと。 

 

８．その他 

① 本仕様書及び別紙資料に明記されていない事項でも機器の構成上・電気的性能上

及び作業上当然必要なものは、本事業の受注者の負担で設置作業をすること。 

② 本作業は校舎内で行うため、事前に綿密な作業計画を立案し、本市の承認を受けた

うえ実施すること。作業の日程・作業時間帯は、本事業の受注者が現地の教頭または

校長を窓口として調整すること。 

③ 現場作業にあたっては、緊急連絡体制表を作成し、関係連絡先、担当者および電話

番号を記入し作業現場の見やすい場所に表示しておくこと。 

④ 現場作業にあたっては、建設業法で定められた表示（看板等）及び緊急連絡体制表

を（関係連絡先，担当者および電話番号を記入）し、作業現場の見やすい場所に表示

しておくこと。 

失の試験と一緒に両端のコネクター

の端面が IEC61300-3-35ED.2 に合格

していることを一緒にレポート化

し、提出すること） 

動作確認報告書 

各機器が設置され、正常に動作

するか確認し、校長または教頭

の承認を得ること。 

学校名 

確認者名 

動作確認日 

試験対象機器 

試験項目・内容・結果 

作業者氏名 

確認写真 

全体及び詳細、作業前後の状

態、機器の設置状態等が確認で

きるよう撮影すること。A４用

紙に２枚分の写真を割り付け

ること。 

左記の内容が確認できる写真 



 

⑤ 資材置場、光熱用水、トイレ等の、受注者が委託業務の履行のために必要な設備の

利用については、委託業務の履行中、無償とする。 

⑥ 本事業の受注者は作業の進捗状況を把握し、本市に対して内容及び結果を本市の

指定する頻度で定期的に報告すること。 

⑦ 本市から本事業の受注者に対する指示、協議申し出は、全て本事業の受注者が指定

する代表者を通じて行うものとする。 

⑧ 本調達にかかる各種調整等については、本事業の受注者が実施することとし、調整

等による不都合、本市及び学校に負荷等が発生しないようにすること。 

⑨ 本調達にかかる業務の実施のために本市から提供する需要な情報その他当該業務

の実施において知り得た重要な情報については、その秘密を保持し、また当該業務以

外に利用しないこと。 

⑩ 本仕様書、別紙資料の内容について疑義が生じた場合は、本市と本事業の受注者と

の協議により決定するものとする。 

⑪ 約款及び本仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、「神戸市契

約規則」の定めるところによる。 

⑫ 本件調達の契約に関する一切の紛争については、神戸市の所在地を管轄とする地

方裁判所のみを管轄の裁判所とする。 



 
【参考資料１】 移設先学校の作業範囲 

 

管理棟     各教室へ 

  フロアＳＷ 

 教室棟 

    フロアＳＷ 

 

各教室へ 

 

     各教室へ 

  フロアＳＷ 

 

    フロアＳＷ 

 

各教室へ 

 

 

 

基幹ＳＷ 

 

【職員室】 

 

校舎ＳＷ 

 

 

 

    フロアＳＷ 

校舎ＳＷ 

 

分電盤  

【廊下】 

 

ローゼット 

コンセント 

 

コンセント 

 

 

ＡＰ 

プロジェクタ 

充電保管庫 

【教室】 

 

 

（２）ＬＡＮケーブル
の敷設 

（３）電源工事 



 
【参考資料２】 設置の概要図 ※左側設置の場合 

 

    ⿊板 

【移設】 
プロジェクタ 

【移設】スクリーン（投影面） 

スクリーンの位置は⿊板の 
中心線を基準とし，左側に 
設置すること 

左側を空けること 

詳細な移設場所は学校側の指示を仰ぐこと。 
その際，この図の通りでなくてよい。 

プロジェクタの設置場所に，スピーカ
ーや時計等がある場合は，本市の指示
を仰ぐこと。 

【移設】HDMI・USB 

【移設】無線 LAN アクセスポイント 

フロア SW より 

スクリーンいっぱい
に投射できること 

【既設又は新設】 

コンセント 

【移設】HDMI・アナログ AV 

【移設】HDMI・アナログ AV 

【新設】LAN ケーブル 

【既設又は新設】 

ローゼット 

【新設】LAN ケーブル 

【既設又は新設】 
LAN ケーブル 

【移設】延長コネクタ 

【移設】 
電源 
ケーブル 



 
【参考資料３】 機器の配線例 ※調達機器の仕様及びメーカーの指示に従うこと ※電源配線については表示していない 

【移設】 
プロジェクタ 

HDMI 

【移設】無線 LAN 

アクセスポイント 

フロア SW より 

【新設】LAN ケーブル

ル 

USB-A USB-B 

アナログビデオ 

【新設】LAN ケーブル 

アナログオーディオ 

HDMI 

【移設】配線材料１ 

【移設】配線材料２ 

【移設】延⻑コネクタ 

【移設】配線材料３ 

【既設又は新設】 
ローゼット 

【既設又は新設】 

LAN ケーブル 



 
【参考資料４】設置作業例(電子黒板機能付きプロジェクタ，無線ＬＡＮアクセスポイント) 
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無線LANアクセスポイントの更新（妙法寺小学校、伊川谷中学校）に係る委託契約書 

 

 神戸市（以下「甲」という。）と●●●以下「乙」という。）との間で、次の表の条項及び

別紙委託契約約款の条項（次の表の第５項に定める条項を除く。）により委託契約を締結する。 
１ 委託業務に係る委託料

（部分払、前金払又は概

算払により支払うもの

は、その旨、その金額及

び支払う時期） 

（総額） 

        円 

（うち消費税及び地方消費税相当額      円） 

精算を行う場合の方法 なし 
 

２ 契約保証金（第３条関

係） 

免除 

３ 委託業務の履行に係る

期間又は期日（以下「委

託期間等」という。） 

契約締結日から令和６年３月 31 日まで 
 
 

債務負担行為又は長期継続契約に

該当する場合は、その旨 

なし 
 

４ 甲が乙に対し委託業務の

履行のために必要な機械器

具等、設備等を提供する場

合の有償・無償の別有償の

場合の金額（第18条第３

項、第５項関係） 

なし 

 

委託料からの控除又は納入通知書

による納付の別、及び控除（納

付）時期 

なし 

５ 別紙委託契約約款のう

ち適用を除外する条項 

なし 

６ 別紙委託契約約款に付

加する条項 

なし 

７ 担保期間（第13条） 
検査合格の日から起算して１年間 

この契約の締結を証するため、甲と乙は、本電子契約書ファイルを作成し、それぞれで電子

署名を行う。なお、本契約においては電子データである本電子契約書ファイルを原本として

扱うものとし、同ファイルを印刷した文書はその控えとする。 

 

令和 ６年 月 日 

 

  神戸市中央区加納町６丁目５番１号 

甲 神戸市 

    代表者 神戸市長 久元 喜造         

 

  神戸市●●●●● 

乙 株式会社●●●● 

  代表取締役      ●●●● 



委託契約約款（R5.４.1） 

1 

委託契約約款 

令和５年４月１日改正 

 

第１条（総則）甲は、仕様書、設計図書（別冊の設計書、図面等（甲の承諾を必要とする

乙が作成した詳細図等を含む。）及び質疑回答書をいう。以下同じ。）に定める業務（

この契約書において「委託業務」という。）の給付を委託し、乙はこれを受託して甲の

ために誠実に履行する。 

２ 乙は、頭書の表第３項に定める委託期間等において委託業務を履行しなければならな

い。 

３ この契約は、頭書の表第３項に定める委託期間等の経過をもって、なお効力を有する

と定められた規定を除いて終了するものであって、別途契約の締結をすることなくこの

契約が更新されるものと解することはできない。 

 

第２条（再委託等の禁止）乙は、委託業務を、自己の責任において完全に履行しなければ

ならない。 

２ 乙は、甲の書面による事前の承諾なくして、委託業務を第三者へ委託（請負その他こ

れに類する行為を含む。）（以下「再委託」という。）してはならない。 

３ 甲は、次に掲げる再委託の承諾をすることはできない。 

(1) 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第158条第１項の規定により委託した歳入

の徴収又は収納の事務の再委託 

(2) 委託業務の全部又は大部分についての一括した再委託 

４ 乙は、あらかじめ甲の書面による承諾なくして、この契約上の地位又はこの契約によ

って生ずる権利若しくは義務の全部または一部を第三者に譲渡し、または担保に供して

はならない。ただし、本契約にもとづく権利については、あらかじめ、乙が、当該第三

者に対して本項に定める譲渡制限特約の存在及び内容を書面により通知し、かつその書

面の原本証明の写しを甲に交付した場合には、本項の違反を構成しない。 

５ 乙が、前払金の使用や部分払等によってもなお本契約の目的物に係る仕事に必要な資

金が不足することを疎明したときは、甲は、特段の理由がある場合を除き、乙の請負代

金債権の譲渡について、前項本文の承諾をしなければならない。かかる場合において、

乙は、請負代金債権の譲渡によって得た資金を、本契約の目的物に係る仕事以外に使用

してはならない。 

６ 前項の場合において、乙は、甲の承諾後速やかに、請負代金債権の譲渡によって得た

資金の使途を疎明する書類を甲に提出しなければならない。 

 

第３条（契約保証金）乙は、この契約の締結と同時に、この契約上の義務の不履行によっ

て生ずる甲の損害その他乙が負担すべき債務をてん補するため、次の各号の一に掲げる

保証を付さなければならない。ただし、甲においてその必要がないと認めた場合は、こ

の限りでない。 

(1) 契約保証金の納付 

(2) 契約保証金に代わる担保となる有価証券等の提供 

(3) この契約による債務の不履行により生ずる損害金の支払を保証する銀行又は甲が確実

と認める金融機関の保証 

(4) この契約による債務の履行を保証する履行保証証券による保証 

(5) この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約の締結 

２ 前項第５号の場合においては、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証券を甲

に寄託しなければならない。ただし、乙は、当該保険証券の寄託に代えて、電子情報処

理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法（以下「電磁的方法」と

いう。）であって、当該履行保証保険契約の相手方が定め、甲が認めた措置を講ずるこ
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とができる。この場合において、乙は、当該保険証券を寄託したものとみなす。 

３ 第１項の保証に係る契約保証金の額、保証金額又は保険金額（第７項において「保証

の額」という。）は、契約金額(委託料総額。以下同じ。)の 100分の３以上としなけれ

ばならない。 

４ 第１項の保証に係る契約保証金の額、保証金額又は保険金額（第７項において「保証

の額」という。）は、地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政

令（平成７年政令第 372号）第４条に規定する特定調達契約については、その額を契約

金額の 100分の10以上としなければならない。 

５ 乙が第１項第３号から第５号までのいずれかに掲げる保証を付す場合は、当該保証は

第28条第３項各号に規定する者による契約の解除の場合についても保証するものでなけ

ればならない。 

６ 第１項の規定により、乙が同項第２号又は第３号に掲げる保証を付したときは、当該

保証は契約保証金に代わる担保の提供として行われたものとし、同項第４号又は第５号

に掲げる保証を付したときは、契約保証金の納付を免除する。 

７ 契約金額の変更があった場合には、保証の額が変更後の契約金額の100分の３（第４

項に該当する場合は100分の10）に達するまで、甲は、保証の額の増額を請求すること

ができ、乙は、保証の額の減額を請求することができる。 

８ 甲は、この約款に特別な定めがある場合を除き、委託業務の最終の履行確認後、第１

項第１号の契約保証金又は同項第２号の有価証券等を乙に返還するものとする。 

 

第４条（検査）乙は、契約の履行が完了したときは、甲への給付の前に、甲の検査を受け

なければならない。ただし、検査は、神戸市契約規則（昭和39年３月神戸市規則第120

号）第５章第２節又は第３節その他の法令に定めるところにより行う。 

２ 前項の検査は、乙からの履行届の提出があった日から10日（委託業務が工事である場

合は、14日）以内に行うものとする。 

３ 第１項の検査の結果、その給付の内容の全部又は一部がこの契約に違反し又は不当で

あることを発見したときは、甲は、乙に対し、その是正又は改善を求めることができる

。この場合においては、前項の時期は、甲が乙から是正又は改善を終了したとして再度

履行届の提出を受けた日から10日（工事である委託業務については、14日）以内とする

。 

 

第５条（延滞違約金）乙は、その責に帰すべき理由によって、頭書の履行期限内に契約を

履行しないときは、延滞１日につき契約金額（甲が利益を受けると承認した可分な既履

行部分を除く）の 1,000分の１に相当する額を延滞違約金として甲に支払わなければな

らない。 

２ 前項の場合において、検査その他甲の都合によって経過した日数は、遅延日数に算入

しない。 

 

第６条（委託料）委託業務に係る委託料（以下単に「委託料」という。）は、頭書の表第

１項に定めるとおりとする。 

２ 甲は、前金払又は概算払により支払うことと頭書において定めている委託料（以下「

前金払等委託料」という。）について、乙からの甲の定める様式による請求書（以下単

に「請求書」という。）の提出があったときは、速やかに支払うものとする。 

３ 甲は、前金払等委託料以外の委託料について、甲が給付の検査を終了した後乙から請

求書の提出があったときは、提出日から30日（工事に係る委託料については、40日）以

内の日までに支払うものとする。 

４ 甲が乙から請求書の提出を受けた後、その請求の内容の全部又は一部が不当であるこ

とを発見したときは、甲は、その事由を明示してその請求を拒否する旨を乙に通知する
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ものとする。この場合において、その請求の内容の不当が軽微な過失によるときにあっ

ては、当該請求の拒否を通知した日から甲が乙の不当な内容を改めた支払請求を受けた

日までの期間は、前項の期間に算入しないものとし、その請求の内容の不当が軽微でな

く、乙の故意又は重大な過失によるものであったときにあっては、適法な支払請求があ

ったものとしないものとする。 

 

第６条の２（工事又は測量に係る前金払）乙は、公共工事の前払金保証事業に関する法律

(昭和27年法律第184号)第２条第１項に規定する土木建築に関する工事又は測量に係る

契約のうち、甲があらかじめ指定した契約については、同条第４項の保証事業会社（以

下「保証事業会社」という。）と、履行期限を保証期限とする同条第５項に規定する保

証契約（以下「前金払保証契約」という。）を締結したときに限り、その保証証書を甲

に寄託して、契約金額の前払を請求することができる。ただし、その額は、甲の指定し

た額によるものとする。 

２ 乙は、前項の規定による保証証書の寄託に代えて、電磁的方法であって、当該保証契

約の相手方たる保証事業会社が定め、甲が認めた措置を講ずることができる。この場合

において、乙は、当該保証証書を寄託したものとみなす。 

３ 甲は、第１項の規定による請求があったときは、その日から起算して14日以内に前払

金を支払うものとする。ただし、特別の事情がある場合は、支払期限を延長することが

できる。 

４ 前３項の規定により前金払をした後において、設計変更その他の理由により契約を変

更した結果、契約金額が２割以上増減したときは、その増減した額について既に支払っ

た前払金の率により計算した額を、甲は、乙に追加払し又は乙をして還付させることが

できる。 

 

第６条の３（前金払保証契約の変更）乙は、契約金額が増減した場合又は契約内容の変更

その他の理由により履行期限を延長した場合において、甲が必要と認める場合には、直

ちに前金払保証契約を変更し、変更後の保証証書を甲に寄託しなければならない。 

２ 乙は、前項の規定による保証証書の寄託に代えて、電磁的方法であって、当該保証契

約の相手方たる保証事業会社が定め、甲が認めた措置を講ずることができる。この場合

において、乙は、当該保証証書を寄託したものとみなす。 

 

第６条の４（前払金の使用等）乙は、前払金を、次の各号に掲げる業務について、それぞ

れ当該各号に定める経費以外の支払に充当してはならない。 

(1) 設計・調査 当該設計又は調査の材料費、労務費、外注費、機械購入費（当該設計又

は調査において償却される割合に相当する額に限る。）、動力費、支払運賃及び保証料

に相当する額として必要な経費 

(2) 測量 当該測量の材料費、労務費、外注費、機械器具の賃借料、機械購入費（当該測

量において償却される割合に相当する額に限る。）、動力費、交通通信費、支払運賃、

修繕費及び保証料に相当する額として必要な経費 

(3) 工事その他 材料費、労務費、機械器具の貸借料、機械購入費（この契約において償

却される割合に相当する額に限る。）、動力費、支払運賃、修繕費、仮設費、労働者災

害補償保険料及び保証料に相当する額として必要な経費等この契約において甲が必要と

認める経費 

 

第６条の５（前金払保証契約の解除）甲は、前金払保証契約が解除されたときは、乙をし

て前払金の全部又は一部を返還させるものとする。 

 

第７条（随時検査）甲は、必要があると認める場合には、随時検査を行うことができる。 
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２ 第４条第１項ただし書の規定は、前項の検査に準用する。 

 

第８条（成果物）委託業務の履行により有体物及び無体物（以下「成果物」という。）が

作成されたときは、成果物に係る乙の著作権（著作権法（昭和45年法律第48号）第21条

から第28条までに規定する権利をいう。）、所有権その他の権利（以下「著作権等」と

いう。）は、甲に帰属、若しくは乙は甲に譲渡する。 

２ 乙は、甲が必要に応じて成果物の変更、切除その他の改変を行うことを了承するとと

もに、甲の行為に対し、著作者人格権を行使しない。 

３ 乙は、甲の書面による承諾なくして、成果物を目的外に利用し、又は第三者に提供し

、若しくは利用させてはならない。委託期間等の終了の後又はこの契約が解除された後

（以下「契約終了等の後」という。）においても、同様とする。 

 

第９条（特許権等の使用）乙は、成果物の作成に特許権、著作権、実用新案権、意匠権、

商標権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利（以下「特許権等」という

。）の対象となっている材料、製造方法等を使用するときは、その使用に関する一切の

責任を負わなければならない。 

ただし、甲がその材料、製造方法等を指定した場合において、仕様書等に特許権等の

対象である旨の明示がなく、かつ、乙がその存在を知らなかったときは、甲は、乙がそ

の使用に関して要した費用を負担しなければならない。 

 

第10条（特許権等の発明等）乙は、契約の履行に当たり、特許権等の対象となるべき発明

又は考案をした場合には、速やかに甲に通知しなければならない。 

２ 前項の場合において、当該特許権等の取得のための手続及び権利の帰属等に関する詳

細については、甲乙協議して定めるものとする。 

 

第11条（知的財産権等の保証）乙は、甲に対し、成果物が第三者の知的財産権(特許権、

実用新案権、育成者権、意匠権、著作権、商標権その他の知的財産に関して法令により

定められた権利又は法律上保護される利益に係る権利)等を侵害していないことを保証

する。 

２ 乙の成果物が第三者の知的財産権等を侵害したことにより当該第三者から成果物の使

用の差止め又は損害賠償を求められた場合、乙は、甲に生じた損害を賠償しなければな

らない。この場合において、乙は、当該第三者の知的財産権等を侵害しない方法により

、新たな成果物を甲に無償で納入しなければならない。 

 

第12条（危険負担）この契約の成果物について、当事者の双方の責めに帰することができ

ない事由によって全部又は一部が滅失又は変質等したことにより乙の委託業務が履行で

きなくなったときは、甲は契約を何らの催告なしに解除することができる。契約を解除

しない場合でも、契約金の支払いを拒絶することができる。 

 

第13条（契約不適合責任）乙は、種類、品質又は数量に関して契約の内容に適合しない成

果物を甲に給付したとき(給付を要しない場合にあっては、業務終了時に成果物が種類

又は品質に関して契約の内容に適合しない場合) は、甲の指定する期間内に取替え、補

修その他の措置を講じなければならない。ただし、種類又は品質に関して契約の内容に

適合しない場合において、甲がその不適合を知った時から頭書の担保期間内にその旨を

通知しないときは、甲は、その不適合を理由として、履行の追完の請求、代金の減額の

請求、損害賠償の請求及び契約の解除をすることができない。 

２ 乙が、成果物の給付の時に前項の不適合を知り、又は重大な過失によって知らなかっ

たときは、頭書の担保期間に関わらず、乙は前項の責任を負う。 
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３ 担保検査については、第４条第１項の規定を準用する。 

 

第14条（業務責任者）乙は、委託業務の履行に関し、委託業務の履行に係る責任者（以下

「業務責任者」という。）を選任し、甲にその氏名、連絡先その他の必要な事項を書面

により通知しなければならない。 

２ 乙は、前項で通知した事項に変更が生じたときは、速やかに、甲に対し、変更した事

項を書面により通知しなければならない。 

３ 乙は、業務責任者に、乙の従業員その他委託業務に従事する者（以下単に「従業員」

という。）の指揮監督を行わせるとともに、委託業務の履行の管理及び甲との連絡等に

当たらせなければならない。 

４ 乙は、業務責任者が前項の業務を適正に行わないときその他甲が必要があると認める

ときで甲が業務責任者の交代その他の措置を求めたときは、当該措置を履行しなければ

ならない。 

５ 甲が乙に対して委託業務に関する連絡等を行うときは、業務責任者に対して行うもの

とする。ただし、やむを得ず急を要する場合はこの限りでない。 

 

第15条（作業場所及び作業者の届出）乙は、別紙仕様書において委託業務の履行に係る作

業場所が定められていない場合において甲の求めがあったときは、当該作業場所を甲に

届け出なければならない。作業場所を変更するときも、同様とする。 

２ 乙は、従業員のうち、委託業務を履行するための作業者を乙の責任で人選（従事させ

る作業人員数の決定を含む。）をして配置し、甲の求めがあったときは、その者の氏名

を甲に届け出なければならない。作業者を変更するときも、同様とする。 

３ 前２項の規定は、甲又は甲の職員が乙の従業員に対する指揮命令権を有することを認

めるためのものとも、甲が乙の従業員に対する事業主としての責任を負うためのものと

も解してはならない。 

 

第16条（使用者としての責任）乙は、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）、労働基準

法（昭和22年法律第49号）、労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）、民法（明

治29年法律第89号）その他の法令（条例、規則その他の規程を含む。以下同じ。）に基

づく従業員に対する使用者としての責任を負わなければならない。 

２ 乙の従業員の労働時間及び休憩又は休暇の取得は、甲の施設管理上支障がある場合を

除くほか、乙が自己の責任において定めるものとする。 

 

第17条（協力）甲は、乙の委託業務履行のために必要な文書、図画及び電磁的記録（電子

的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られた

記録をいう。）（以下「文書等」と総称する。）を、乙の申出により、貸与し、又は閲

覧させることができる。 

２ 乙は、前項により貸与され又は閲覧した文書等を委託業務履行以外の目的に使用して

はならない。 

 

第18条（機械器具等の使用）乙は、委託業務の履行のために使用する機械器具、工具、消

耗品等（以下「機械器具等」という。）を、乙の責任と費用により調達しなければなら

ない。 

２ 甲が、乙に対し、委託業務の履行に当たり、前項の機械器具等を提供する場合、これ

を有償とする。ただし、当該機械器具等を使用することが委託業務の履行に必要不可欠

であり、かつ、委託業務の要素であると認められる等の理由により、甲が当該機械器具

等を指定してこれを乙に提供する場合には、この限りでない。 

３ 乙は、前項の提供に対する対価として、甲に対し、頭書の表第４項に定める額の金員
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を甲に支払わなければならない。 

４ 前項に規定する対価は、甲が、委託業務の最終の履行確認後、委託料の額から前項の

額を控除した額を乙に支払うことにより決済するものとする。甲が乙に対して支払う委

託料の額が前項に規定する対価の額を下回るときは、甲は、委託業務の履行確認後又は

この契約の終了後に、乙に対し、その差額を請求することができる。 

５ 甲は、乙に対し、資材置場、光熱用水、従業員用控室、ロッカー等の委託業務の履行

のために必要であると甲が認める設備等（以下「設備等」という。）を、委託業務の履

行中、有償又は無償で提供することができる。ただし、有償の場合における対価の決済

方法は、前項を準用する。 

６ 第２項及び前項の規定により、甲から乙に提供するものの品名、数量、対価、引渡場

所及び引渡時期等は、仕様書に定めるところによる。 

 

第19条（施設の使用）委託業務の内容が甲の施設内でなければ履行できないものであると

きは、乙は、仕様書に定めるところにより、委託業務履行のために甲の施設を使用する

ことができる。 

２ 前項の使用は、乙に対し、委託業務と関連せずに甲の施設を使用する権原を与えるも

のではない。 

３ 乙は、甲の許可なく、甲の施設内に乙の委託業務履行のために必要と認められない物

品を搬入してはならない。 

 

４ 乙は、委託業務が終了したときは、甲の施設内に搬入した物品のうち成果物以外の物

を速やかに搬出しなければならない。 

 

第20条（甲の機械器具等及び設備等に対する保管義務等）乙は、第18条第２項の規定によ

り提供された機械器具等、同条第５項の規定により提供された設備等及び前条第１項の

規定により使用する施設を、善良な管理者の注意義務をもって取り扱い、管理しなけれ

ばならない。 

２ 乙は、前項の機械器具等、設備等及び施設について、乙の責に帰すべき事由により毀

損又は紛失等が生じたときは、乙はそれにより甲に生じた損害を賠償しなければならな

い。この場合において、甲は、甲に生じた損害額を委託料又は契約保証金から控除する

ことができる。 

３ 乙は、前項の機械器具等、設備等及び施設について、委託期間等が終了し、又はこの

契約が解除されたときは、直ちに原状に復して甲に対し返還しなければならない。ただ

し、通常の損耗については原状に復することを要しない。 

 

第21条（監督）甲は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第234条の２第１項及び地方自

治法施行令第167条の15第１項の規定により、この契約の適正な履行を確保するため、

立会い、指示その他の方法によって乙の必要な監督をするものとする。 

２ 甲は、必要があると認める場合には、乙による契約の履行について監督員を指定する

ことができる。 

３ 監督員は、契約の適正な履行を確保するため、仕様書、設計書及び図面その他関係書

類に基づいて、乙又は代理人に対して必要な監督を行うものとする。 

４ この契約書に規定する甲の乙に対する指示、調査、監査等の権限は、第１項の権限に

基づくものであって、これらの権限に基づき甲又は甲の職員が乙の従業員に対して直接

指揮命令することができるものと解してはならない。 

５ 甲の乙に対する第１項の権限の行使は、急を要する場合を除くほか、原則として第14

条の業務責任者を通じて行うものとする。 
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第22条（調査等）甲は、この契約の履行に関し必要があると認めるときは、乙に対して報

告を求め、調査を行い、又は適切な措置を求めることができる。 

２ 乙は、前項の規定により甲から報告を求められ、若しくは適切な措置を求められたと

きは、速やかにこれに応じ、又は甲から調査を受けたときはこれに協力しなければなら

ない。 

 

第23条（監査）甲は、委託業務が情報処理業務である場合であって、その履行に関し必要

があると認めるときは、定期的又は随時に監査を行うことができる。 

２ 乙は、前項の監査に協力し、及び必要な情報を提供しなければならない。 

 

第24条（事故発生時の報告義務等）乙は、この契約の履行において事故が発生し、又は事

故の発生が予想されるときは、直ちにその旨を甲に報告し、その指示を受けなければな

らない。 

２ 甲は、委託業務の履行において事故が発生したときは、事故の事実関係その他の事項

の公表を行うことができる。 

 

第25条（契約終了等の後の措置）乙は、委託業務を処理するに当たって甲から貸与され、

又は乙が収集し、若しくは作成した文書等その他の物品を善良な管理者の注意をもって

管理し、契約終了等の後、甲の所有に属するものは直ちに甲に返還し、又は引き渡さな

ければならない。複製物についても同様とする。ただし、甲が別に書面により指示した

ときは、その方法によるものとする。 

２ 乙は、委託業務の履行に当たって甲の土地上又は建物若しくは工作物の内部に動産等

を置き、又は第三者に置かせたときは、契約終了等の後直ちにこれを撤去し、原状に復

させなければならない。 

３ 前項の場合において、乙が、正当な理由もないのに、一定の期間内に物件を引き取ら

ず、その他原状に復さないときは、甲は、通知の上、乙に代ってこれを処分することが

できる。この場合において、乙は、異議なく甲の処分に従うとともに、これに要した費

用を負担しなければならない。処分された物件について、第三者の所有権について紛争

が生じた場合は、乙は、乙の責任と負担において当該紛争を解決する。 

４ 前３項の規定にかかわらず、甲の所有に属さない物件について、甲は、引取りを必要

と認めた乙の履行部分について相当代金を乙に交付し、これを甲に帰属させることがで

きる。 

 

第26条（甲の解除権）甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、何ら催告なしに契約を

解除することができる。 

(1) 頭書の契約期限内に委託業務を履行しないとき、又はその見込みがないとき。 

(2) 乙又はその使用人が、本市係員の指示、監督に従わず、職務の執行を妨げたとき。 

(3) 乙が監督官庁から営業の取消し、停止その他これらに類する処分を受けたときその他

の契約の相手方として必要な資格が欠けたとき。 

(4) 第２条第２項、第４項及び第５項後段に違反したとき 

(5) 乙に支払いの停止があったとき、乙が手形交換所から取引停止処分を受けたとき又は

乙に対して仮差押え、差押え、競売、破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続

開始（乙が株式会社である場合に限る。）若しくは特別清算手続開始（乙が株式会社で

ある場合に限る。）の申立てがあったとき。 

(6) 乙が公租公課の滞納処分を受けたとき。 

(7) 乙が甲に対するこの契約に基づく債務以外の債務について滞納し、その返済の見込み

がないとき。 

(8) 乙が事業譲渡、事業廃止その他の理由により委託業務に係る事業を行わなくなると認
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めるとき。 

(9) 乙が法人その他の団体である場合にあっては、乙が合併、分割又は解散をするとき。 

(10) 乙が自然人である場合にあっては、乙が死亡し、若しくは行方不明となり、又は乙

について後見開始、補佐開始若しくは補助開始の審判請求の申立てがあったとき。 

(11) 前各号に掲げるもののほか、甲がこの契約の目的が達成することができないと認め

るとき。 

２ 甲は、前項に定める場合を除くほか、やむを得ない必要があると認めるときは契約を

解除することができる。この場合、契約保証金は解除後直ちに乙に返還する。 

３ 甲は、前項の規定によりこの契約を解除したことにより乙に損害を及ぼしたときは、

その損害を賠償しなければならない。 

 

第27条（乙の解除権）乙は、次の各号の一に該当する理由があるときは、契約を解除する

ことができる。 

(1) 甲の都合による契約内容の変更により、契約金額が当初の３分の２以上減少すること

となるとき。 

(2) 甲の都合による契約内容の変更により、契約履行の中止日数が、当初の契約期間の３

分の１以上となるとき。 

 

第28条（解除に伴う措置）甲は、契約を解除した場合において、可分な履行部分の給付に

よって甲が利益を受けると甲が承認したものについて、これに相当する金額を支払う。 

２ 次の各号のいずれかに該当する場合においては、第３条に規定する契約保証金又はこ

れに代わる担保は甲に帰属するものとする。ただし、同条第１項ただし書の規定により

同項の保証を付していないときは、当該保証に相当する額を違約金として前項の規定に

よる支払額から控除又は乙に対し請求できる。 

(1) 第26条第１項各号、第31条第７項、第32条第２項又は第33条第１項の規定により契約

を解除した場合 

(2) 乙が契約上の義務の履行を拒絶する意思を明確に表示し、乙の契約上の義務について

履行不能となった場合。 

３ 次の各号に掲げる者がこの契約を解除した場合は、前項第２号に該当する場合とみな

す。 

(1) 乙について破産手続開始の決定があった場合において、破産法（平成16年法律第75号

）の規定により選任された破産管財人 

(2) 乙について更生手続開始の決定があった場合において、会社更生法（平成14年法律第

154号）の規定により選任された管財人 

(3) 乙について再生手続開始の決定があった場合において、民事再生法（平成11年法律第

225号）の規定により選任された再生債務者等 

 

第29条（個人情報等の保護）乙は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成15年法

律第57号）第２条第１項に規定する個人情報をいう。）及び個人情報以外の秘密に係る

情報その他甲が指定する情報（以下「個人情報等」という。）の保護の重要性を認識し

、委託業務を処理するに当たって、個人情報等を取り扱う際には、個人その他のものの

権利利益を侵害することのないように努めなければならない。 

２ 乙は、委託業務を処理するに当たって知り得た個人情報等を正当な理由なく他人に知

らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

３ 乙は、その使用する者が、在職中及び退職後において、委託業務を処理するに当たっ

て知り得た個人情報等を正当な理由なく他人に知らせ、又は不当な目的に使用すること

のないように必要な措置を講じなければならない。 

４ 乙は、委託業務を処理するに当たって知り得た個人情報等その他の情報を、甲の書面



委託契約約款（R5.４.1） 

9 

による承諾を得ることなく目的外に使用し、又は第三者に提供し、若しくは利用させて

はならない。 

５ 前３項の規定は、契約終了等の後においても、同様とする。 

６ 乙は、委託業務に係る個人情報等の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報

等の適正な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

７ 乙は、甲から貸与された文書等を甲の書面による承諾を得ることなく複写し、又は複

製をしてはならない。 

８ 乙は、前各項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれのあることを知ったときは、

直ちに甲に報告し、甲の指示に従わなければならない。契約終了等の後においても、同

様とする。 

９ 甲は、乙が委託業務を処理するに当たって取り扱っている個人情報等の取扱状況につ

いて、必要があると認めるときは、乙に対し報告を求め、又はその検査をすることがで

きる。 

10 乙は、甲から前項の指示があったときは、速やかにこれに従わなければならない。 

11 乙は、委託業務を処理するに当たって個人情報等を収集するときは、委託事務を処理

するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。 

 

第30条（情報セキュリティポリシー等の遵守）乙は、委託業務がネットワーク又は情報シ

ステムの開発、保守又はデータ処理その他情報処理に係る業務（以下「情報処理業務」

という。）であるときは、この契約の履行に関し、神戸市情報セキュリティポリシーに

定める事項を遵守しなければならない。 

２ 乙は、委託業務が特定個人情報（行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律（平成25年法律第27号）第２条第８項に規定する特定個人情報を

いう。）を取り扱う業務又は情報処理業務であるときは、この契約の履行に関し、情報

セキュリティ遵守特記事項に記載された事項を遵守しなければならない。 

 

第31条（談合その他の不正行為に対する措置）乙は、この契約に関して次の各号の一に該

当したときは、甲の請求に基づき、損害の発生の有無に関わらず、違約罰として、この

契約による契約金額（契約締結後、契約金額を変更した場合は、変更後の契約金額とし

、単価契約又は単価協定の場合は、支払金額とする。）の10分の１に相当する額を甲の

指定する期間内に支払わなければならない。この契約の履行が完了した後においても、

同様とする。 

(1) 乙が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号。以下「

独占禁止法」という。）第３条の規定に違反し、又は乙が構成事業者である事業者団体

が同法第８条第１号の規定に違反したことにより、公正取引委員会の乙に対する同法第

７条若しくは第８条の２の規定に基づく排除措置命令（以下「排除措置命令」という。

）又は同法第７条の２第１項（同法第８条の３において準用する場合を含む。）の規定

に基づく課徴金の納付命令（以下「納付命令」という。）が確定したとき（確定した納

付命令が同法第63条第２項の規定により取り消されたときを含む。）。 

(2) 前号に掲げるもののほか、確定した排除措置命令又は納付命令（独占禁止法第63条第

２項の規定により取り消されたものを含む。次号において同じ。）により、乙が、この

契約について独占禁止法第３条又は第８条第１号の規定に違反する行為があったとされ

たとき。 

(3) 確定した排除措置命令又は納付命令により、乙に独占禁止法第３条又は第８条第１号

の規定に違反する行為があったとされた期間及び当該行為の対象となった取引分野が示

された場合（この契約が示された場合を除く。）において、当該期間にこの契約の入札

（見積書の提出を含む。）が行われたものであり、かつ、この契約が当該取引分野に該

当するものであるとき。 
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(4) 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は代理人、使用人その他の従業者）に対

し、刑法（明治40年法律第45号）第96条の６又は独占禁止法第89条第１項若しくは第95

条第１項第１号に規定する刑が確定したとき。 

(5) 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は代理人、使用人その他の従業者）に対

し、刑法第198条に規定する刑が確定したとき。 

(6) その他乙が前各号に規定する違法な行為をしたことが明白となったとき。 

２ 乙は、甲が必要があると認めて請求をしたときは、乙がこの契約に関して前項第１号

から第５号までのいずれかに該当する旨の報告書又はこれらの規定のいずれにも該当し

ない旨の誓約書を甲に提出しなければならない。 

３ 乙は、この契約に関して第１項の各号の一に該当し、かつ、次の各号の一に該当した

ときは、甲の請求に基づき、損害の発生の有無に関わらず、違約罰として、第１項に規

定するこの契約による契約金額の10分の１に相当する額のほか、当該契約金額の100分

の５に相当する額を甲の指定する期間内に支払わなければならない。この契約の履行が

完了した後においても、同様とする。 

(1) 第１項第１号に規定する確定した命令について、独占禁止法第７条の３第１項の規定

の適用があるとき。 

(2) 乙が甲に前項の誓約書を提出しているとき。 

４ 乙が第１項及び第３項の額を甲の指定する期間内に支払わないときは、乙は、当該期

間を経過した日から支払をする日までの日数に応じ、年５パーセントの割合で計算した

額の延滞利息を甲に支払わなければならない。 

５ 乙が共同企業体である場合は、前４項中「乙」とあるのは「乙又は乙の代表者若しく

は構成員」と読み替えるものとする。 

６ 前項の場合において、乙が解散されているときは、甲は、乙の代表者であった者又は

構成員であった者に第１項又は第３項及び第４項の規定による支払の請求をすることが

できる。この場合においては、乙の代表者であった者及び構成員であった者は、連帯し

て第１項又は第３項及び第４項の額を甲に支払わなければならない。 

７ 第１項又は第３項に規定する場合においては、甲は、何らの催告なしに、契約を解除

することができる。 

８ 前各項の規定は、甲の乙に対する損害賠償請求を妨げるものではない。 

 

第32条（暴力団等の排除に関する措置）甲は、乙が次の各号のいずれにも該当しないこと

を確認するため、兵庫県警察本部長（以下「本部長」という。）に対して照会を行うこ

とができる。乙は、甲の求めに応じて、照会にあたって必要となる事項について情報を

提供しなければならない。 

(1) 乙が法人その他の団体（以下「法人等」という。）である場合には、当該法人等につ

いて暴力団員（暴力団員による不当な行為の禁止等に関する法律(平成3年法律第77号)

第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）が、役員として又は実質的に、

経営に関与していること。 

(2) 乙が個人又は個人事業者である場合には、当該個人又は個人事業者が暴力団員である

こと。 

(3) 暴力団員を、相当の責任の地位にある者（役員以外で業務に関し監督責任を有する使

用人）として使用し、又は代理人として選任していること。 

(4) 乙又はその役員その他経営に実質的に関与している者、若しくは相当の責任の地位に

ある者等（以下「役員等」という。）が、自己、自己が経営する法人等、自己が所属す

る法人等又は第三者の利益を図るため、又は第三者に損害を与えるために、暴力団（暴

力団員による不当な行為の禁止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう。

以下同じ。）の威力を利用していること。 

(5) 乙又はその役員等が、暴力団又は暴力団員（以下「暴力団等」という。）に金銭的な
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援助を行い、その他経済的な便宜を図っていること。 

(6) 乙又はその役員等が、暴力団等に関係する事業者であることを知りながら、当該事業

者に下請負を行い、その他当該事業者を利用していること。 

(7) 乙又はその役員等が、暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有していること。 

２ 甲は、本部長からの回答又は通報（以下「回答等」という。）に基づき、乙が前各号

の一に該当する事実が明らかになったときは、何らの催告なしに、契約を解除すること

ができる。 

３ 前項の規定に基づき契約を解除した場合、乙は、甲の指定する期間内に契約金額（契

約締結後、契約金額を変更した場合は、変更後の契約金額とし、単価契約又は単価協定

の場合は、支払金額とする。）の10分の１に相当する額を損害の発生の有無に関わらず

、違約罰として甲に支払わなければならない。 

４ 乙が本条第１項各号の一に該当する旨の回答等を本部長から受けた場合、神戸市契約

事務等から暴力団等を排除するため、甲は、その回答等の内容について、外郭団体等を

含む甲の関係部局と情報を共有することができる。 

５ 乙が第３項の額を甲の指定する期間内に支払わないときは、乙は、当該期間を経過し

た日から支払をする日までの日数に応じ、年５パーセントの割合で計算した額の延滞利

息を甲に支払わなければならない。 

６ 乙が共同企業体である場合は、前各項の規定中「乙」とあるのは「乙又は乙の代表者

若しくは構成員」と読み替えるものとする。 

７ 前項の場合において、乙が解散されているときは、甲は、乙の代表者であった者又は

構成員であった者に第３項又は第５項の規定による支払の請求をすることができる。こ

の場合においては、乙の代表者であった者及び構成員であった者は、連帯して第３項又

は第５項の額を甲に支払わなければならない。 

８ 前各項の規定は、甲の乙に対する損害賠償請求を妨げるものではない。 

 

第33条（適正な賃金の支払に関する措置）甲は、乙が雇用する労働者に対する賃金の支払

について、乙が最低賃金法（昭和34年法律第137号）第４条第１項の規定に違反したと

して、検察官に送致されたときは、何らの催告なしに、契約を解除することができる。 

２ 乙は、甲の書面による事前の承諾を得て、この契約の一部を他人に履行させる場合に

おいては、当該他人との間に前項から次項までの規定の趣旨に即した再委託契約を締結

しなければならない。 

３ 甲は、乙が甲の書面による事前の承諾を得て、この契約の一部を履行させるために使

用する再委託先がその雇用する労働者に対する賃金の支払について、最低賃金法第４条

第１項の規定に違反したとして、検察官に送致されたときは、乙に対して、当該受注関

係者と締結している契約の解除など必要な措置を講じるよう求めるものとする。 

４ 第１項の規定に基づき契約を解除した場合、乙は、甲の指定する期間内に契約金額（

契約締結後、契約金額を変更した場合は、変更後の契約金額とし、単価契約又は単価協

定の場合は、支払金額とする。）の10分の１に相当する額を損害の発生の有無に関わら

ず、違約罰として甲に支払わなければならない。 

５ 乙が前項の額を甲の指定する期間内に支払わないときは、乙は、当該期間を経過した

日から支払をする日までの日数に応じ、年５パーセントの割合で計算した額の延滞利息

を甲に支払わなければならない。 

６ 乙が共同企業体である場合は、前各項の規定中「乙」とあるのは「乙又は乙の代表者

若しくは構成員」と読み替えるものとする。 

７ 前項の場合において、乙が解散されているときは、甲は、乙の代表者であった者又は

構成員であった者に第４項又は第５項の規定による支払の請求をすることができる。こ

の場合においては、乙の代表者であった者及び構成員であった者は、連帯して第４項又

は第５項の額を甲に支払わなければならない。 
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８ 前各項の規定は、甲の乙に対する損害賠償請求を妨げるものではない。 

 

第34条（重要な契約義務違反に対する措置）乙は、次の各号のいずれかに該当するときは

、乙は、甲の指定する期間内に契約金額（契約締結後、契約金額を変更した場合は、変

更後の契約金額とし、単価契約又は単価協定の場合は、支払金額とする。）の10分の１

に相当する額を損害の発生の有無に関わらず、違約罰として甲に支払わなければならな

い。ただし、乙の責めに帰することができないものであると甲が認めるときは、この限

りでない。 

(1) 第２条第１項、第２項若しくは第４項の規定に違反したとき 

(2) 第８条第３項の規定に違反したとき 

(3) 第29条の規定に違反したとき 

(4) 第30条の規定に違反したとき 

２ 乙が前項の額を甲の指定する期間内に支払わないときは、乙は、当該期間を経過した

日から支払をする日までの日数に応じ、年５パーセントの割合で計算した額の延滞利息

を甲に支払わなければならない。 

３ 乙が共同企業体である場合は、前各項の規定中「乙」とあるのは「乙又は乙の代表者

若しくは構成員」と読み替えるものとする。 

４ 前項の場合において、乙が解散されているときは、甲は、乙の代表者であった者又は

構成員であった者に第１項又は第２項の規定による支払の請求をすることができる。こ

の場合においては、乙の代表者であった者及び構成員であった者は、連帯して第１項又

は第２項の額を甲に支払わなければならない。 

５ 前各項の規定は、甲の乙に対する損害賠償請求を妨げるものではない。 

 

第35条（損害賠償）乙が契約上の義務の履行をしないとき又は義務の履行ができないとき

は、甲は、乙に対し、これによって生じた損害の賠償を請求することができる。ただし

、乙の責めに帰することができない事由によるものであるときは、この限りでない。 

２ 第５条の規定による延滞違約金は、前項の損害賠償金としての遅延損害金の予定又は

その一部と解する。 

３ 第１項の損害賠償金は、契約金額より控除し、又は第３条の契約保証金(又はこれに

代わる担保)を充当することにより徴収できる。 

４ 第28条第２項により乙が違約金（契約保証金を納付していた場合には、当該契約保証

金又はこれに代わる担保）の支払い義務を負った場合において、甲の損害が契約保証金

相当額を上回るときは、甲は、乙に対し、その差額について損害の賠償を請求できる。 

 

第36条（第三者の損害）乙がこの契約の履行に関し、乙の責めに帰すべき事由により第三

者（甲の職員その他従業員を含む。）に損害を与えた場合において、甲が同損害につい

て第三者に賠償を行ったときは、甲は、乙に対し、第三者に賠償した金額の全額を求償

することができる。 

 

第37条（違約罰、延滞利息等）第31条第１項及び第３項、第32条第３項、第33条第４項、

並びに第34条第１項に規定する違約罰は、第35条の規定による損害賠償額の予定又はそ

の一部には含まれない。 

２ 第31条第４項、第32条第５項、第33条第５項、並びに第34条第２項に規定する延滞利

息は、第５条の規定による延滞違約金の予定又はその一部には含まれない。 

３ 甲は、第５条、第31条第１項、第３項及び第４項、第32条第３項及び第５項、第33条

第４項及び第５項、第34条第１項及び第２項に規定する延滞違約金、違約罰又は延滞利

息を契約金額又は第３条の契約保証金による充当により徴収することができる。 

 



委託契約約款（R5.４.1） 

13 

第37条の２（相殺）甲は、乙に対して金銭債権を有するときは、当該金銭債権と乙が甲に

対して有する金銭債権とを相殺することができる。 

２ 前項の場合において、相殺して、なお不足があるときは、乙は、甲の指定する期間内

に当該不足額を支払わなければならない。 

３ 第１項の場合おいて、相殺の充当の順序は甲が指定することができる。 

 

第38条（契約の変更等）経済状勢の著しい変化その他の予期することのできない異常な事

態の発生により契約金額その他の契約内容が著しく不適当となったときは、甲と乙が実

情に応じて協議し、別途変更契約を締結することにより、契約金額その他の契約内容を

変更することができる。 

 

第39条（専属的合意管轄その他雑則）この契約又はこの契約に 関連して生じた紛争につ

いては、甲の所在地を管轄する裁判所を専属的合意管轄裁判所とする。 

２ この契約の履行に関して甲乙間で用いる言語は、日本語とする。 

３ この契約に定める金銭の支払に用いる通貨は、日本円とする。 

４ この契約の履行に関して甲乙間で用いる計量単位は、設計図書に特別の定めがある場

合を除き、計量法（平成４年法律第51号）に定めるものとする。 

５ この契約の手続きにおいて使用する日時は、日本国の標準時を用いるものとする。 

６ この契約における期間の定めについては、民法及び商法（明治32年法律第48号）の定

めるところによるものとする。 

７ この契約は、日本国の法令に準拠するものとする。 

 

第40条（印紙税）印紙貼付の要否、及び額は乙の責任において確認しなければならない。 

 

第41条（業者調査への協力）甲が、この契約に係る甲の予算執行の適正を期するため必要

があると認めた場合は、甲は、乙に対し、地方自治法（昭和22年法律第67号）第221条

第２項の規定に基づく契約の処理の状況に関する調査への協力を要請することができる

。この場合、乙は、特別な理由がない限り、要請に応じるものとする。 

 

第42条（疑義の解釈）この契約について、疑義の生じた事項又はこの契約書に定めのない

事項については、神戸市契約規則その他関係の法令によるほか、甲乙協議の上定めるも

のとする。 

２ 前項の規定は、この契約に基づく権利義務以外の権利義務をこの契約に係る変更契約

を締結せずに設定できるものと解釈してはならない。 


